
訪問看護事業所及び訪問看護師アンケート（黄色）設問について

資料4-2

設問
番号

設問 考え方
国
設問

市独自
設問

過去から
の継続

1

令和２年１月１日現在、事業所
に従事している訪問看護師は何
人ですか。（実人数を記入して
ください）

基本項目 ○ ○

2

令和元年12月の1ヶ月で何人の
利用者を受け入れましたか。
（実人数を記入してください）

○ ○

3

現在の看護職員数で、あと何人
の利用者を受け入れる余裕があ
りますか。

○ ○

4
現在、貴事業所では24時間対応
の体制を取っていますか。

○ ○

5
あなたの性別を教えてくださ
い。

基本項目 ○ ○

6
令和２年1月1日現在のあなたの
年齢を教えてください。

○ ○

7
現在の勤務形態を教えてくださ
い。

○ ○

8
あなたの臨床での経験年数を教
えてください。

○ ○

9
あなたの訪問看護師としての経
験年数を教えてください。

○ ○

10
退院支援や調整をする中でどの
ようなことに困りましたか。

○ ○

11

医療機関によって退院支援・調
整の対応が異なり困ることがあ
りますか。

○ ○

12

病院における退院前カンファレ
ンスが開催される時には、参加
していますか。

○ ○

13

退院時に、病院の主治医または
連携担当者（地域連携室など）
と円滑な連携がとれています
か。

○ ○

14

支援の過程で緊急時に医療機関
（主治医）と連携を図る必要が
ある場合、連携が図れています
か。

緊急時の医療と介護の連
携の現状を把握する。

○ ○

15
連携が図れていない主な理由は
何ですか。

医療と介護の連携の障壁
となっている要素を把握
する。

○ ○

16

利用者のケアプランなどについ
て居宅介護支援専門員と連携が
図れていますか。

医療と介護の連携の現状
を把握する。

○ ○

17
連携が図れていない主な理由は
何ですか。

医療と介護の連携の障壁
となっている要素を把握
する。

○ ○
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基本項目

退院調整等の時に、医療
と介護の連携が図れてい
るか現状を把握する。
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18

利用者の服薬管理などについて
薬局（薬剤師）と連携が図れて
いますか。

薬局（薬剤師）と連携が
図れているか現状を把握
する。

○ ○

19
連携が図れていない主な理由は
何ですか。

医療と介護の連携の障壁
となっている要素を把握
する。

○ ○

20

利用者の在宅での生活について
ホームヘルパーと連携は図れて
いますか。

ホームヘルパーと連携が
図れているか現状を把握
する。

○ ○

21
連携が図れていない主な理由は
何ですか。

連携の障壁となっている
要素を把握する。

○ ○

22

利用者の在宅での生活について
地域包括支援センターと連携は
図れていますか。

地域包括支援センターと
連携が図れているか現状
を把握する。

○ ○

23
連携が図れていない主な理由は
何ですか。

連携の障壁となっている
要素を把握する。

○ ○

24

今後、関係機関との連携を図る
ために必要なことは何だと思い
ますか。

関係機関との連携につい
て、訪問看護師が求めて
いるものが何かを把握す
る。

○ ○

25
在宅での看取りを担当したこと
はありますか。

○ ○

26

在宅での看取りに対して、訪問
看護師として不安や負担を感じ
たことはありますか。

○ ○

27
どのようなことに不安や負担を
感じましたか。

○ ○

28

利用者が在宅で最期を迎えたい
という意思がある場合は、連携
できる医師がいますか。

在宅医療に取り組む医師
と訪問看護師の関係を把
握する。

○ ○

29

在宅医療を利用しやすくするた
めには、どのようなことが必要
だと思いますか。

在宅医療の利用促進のた
め、訪問看護師が求めて
いるものが何かを把握す
る。

○ ○

30

要介護者が最期をむかえる場所
として、どのような場所がふさ
わしいと考えていますか。

施設整備や在宅サービス
の充実などの参考とす
る。

○ ○

31

あなたは、アドバンス・ケア・
プランニング（ＡＣＰ、人生会
議）について、知っています
か。

ＡＣＰ（人生会議）の認
知度を把握する。

○ ―

32

このような話し合いを進めるこ
とについて、あなたはどう思い
ますか。

ＡＣＰについての賛否を
把握する。

○ ―

33
ＡＣＰを実施したことがありま
すか。

ＡＣＰの経験・浸透度合
を把握する。

○ ―

34
話し合ったことがある人は、い
つごろでしたか。

ＡＣＰが実施された年齢
層を把握する。

○ ―

35

もし、家族や医療介護関係者等
と医療・療養について話し合う
（人生会議を実践する）時期が
あるとすれば、いつごろが適切
な年齢だと思いますか。

ＡＣＰを実践するのに適
切と考える時期を把握す
る。

○ ―

在宅での看取りを行うに
あたっての現状を把握す
る。
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36
ＡＣＰをだれに対してするべき
と思いますか。

ＡＣＰを実践するべきと
思う人の状態像を把握す
る。

○ ―

37

あなたは、自分が意思決定でき
なくなったときに備えて、どの
ような医療・療養を受けたいか
（受たくないか）などを記載し
た書面をあらかじめ作成してお
くことについてどう思います
か。

意思表示の書面作成につ
いての賛否を把握する。

○ ―

38

もし、家族や医療介護関係者等
と医療・療養について話し合う
（人生会議を実践する）時期が
あるとすれば、いつごろが適切
な年齢だと思いますか。（話し
合ったことがある人は、いつご
ろでしたか。）

ＡＣＰを実践する際、何
がきっかけとなりうるか
を把握する。

○ ―

39
あなたは、「かこリンク」を
知っていますか。

在宅医療・介護連携推進
事業の認知度を把握す
る。

○ ―

40

あなたは「在宅医療・介護連携
支援事業」として、どのような
ことに力を入れる必要があると
思いますか。

在宅医療・介護連携推進
事業を普及するために、
訪問看護師が求めている
ものが何かを把握する。

○ ―

41

今後、認知症対策を進めていく
うえで、どのようなことに重点
を置くべきだと思いますか。

訪問看護師の視点から、
市に求められているもの
が何かを把握する。

○ ○

42

加古川市では、認知症の人や家
族を支援するために、市内の地
域包括支援センターに認知症地
域支援推進員を配置しています
が、知っていますか。

認知症施策の一環として
平成25年度より各地域包
括支援センターに認知症
地域支援推進員を配置し
ているが、その認知度を
把握する。

○ ○

43

加古川市では、認知症の基礎知
識や認知症の人への接し方を学
ぶ「認知症サポーター養成講
座」を開催していますが、知っ
ていますか。

認知症に関する事業の認
知度を把握する。

○ ○

44

加古川市では、地域で認知症の
方を見守るため、行方不明にな
る可能性のある方を日常から見
守り、早期発見・早期保護する
ための「見守り・ＳＯＳネット
ワーク」を実施していますが、
知っていますか。

認知症に関する事業の認
知度を把握する。

○ ○

45
成年後見制度について制度の概
要を知っていますか。

成年後見制度の認知度を
把握する。

○ ―

46

あなたの担当している利用者で
日常生活自立支援事業（福祉
サービス利用支援事業）や成年
後見制度を利用されている人は
いますか。

成年後見制度に対する潜
在的なニーズ（特に量的
側面）を把握する。

○ ―
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47
成年後見制度を利用することと
なった動機は何ですか。

専門職がどのような点か
ら成年後見制度の利用を
考えるきっかけとなった
かを把握する。

○ ―

48

あなたの担当している利用者で
既に成年後見制度を利用してい
る人を除き、制度を利用したほ
うがいいと思われる人はいます
か。

成年後見制度に対する潜
在的なニーズ（特に量的
側面）を把握する。

○ ―

49
利用したほうがいいと思う理由
はなんですか。

専門職がどのような点か
ら成年後見制度の利用を
考えるきっかけとなった
かを把握する。

○ ―

50

成年後見制度を利用をすべきで
あるが、利用に至らない理由は
何ですか。

潜在的な需要が利用につ
ながらない要因を把握す
る。

○ ―
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